
安全で安心な教育環境を目指して
（ 長 寿 命 化 改 良 事 業 ）

釧路市教育委員会
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釧路市立大楽毛中学校
（くしろしりつ おたのしけちゅうがっこう）

【対象校】
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釧路市の学校施設整備の現状
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《現状》
耐震化の著しい遅れ
平成24年4月現在(耐震化事業開始年度) 51.8％
（北海道内１７９市町村中１５４番目）

平成２７年度末までの
耐震化完了を目指し

平成２４年度から耐震補強事業と大規模改造事業
をPFI事業で開始（総事業費約１５０億円）
【対象校】

小学校１０校 中学校５校
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《釧路市立学校施設耐震化ＰＦＩ事業》

対象校：４校（小学校２校、中学校２校）
事業費：約４３億６千万円

（うち工事関係経費：約４１億１千万円）
事業期間：平成２４年１２月～平成３４年１２月

（うち工事期間：平成２７年３月まで）

【第一期】

《附帯工事》（耐震補強が困難なものの改築等）
屋内運動場１棟、生徒用昇降口１棟各改築 等
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対象校：１１校（小学校８校、中学校３校）
事業費：約１００億７千万円

（うち工事関係経費：約９７億８千万円）
事業期間：平成２６年３月～平成３６年３月

（うち工事期間：平成２８年１０月まで）

【第二期】

《事業実施体制》
平成２４年度に専門部署『学校耐震化推進室』を
教育委員会事務局に新たに設置。
・事務職２名、技術職５名（建築職４名、設備職１名）

《釧路市立学校施設耐震化ＰＦＩ事業》
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耐震化の完了している学校施設（２４施設）

築後30年近く経過し、老朽化が著しい施設が多い

耐震化完了後、順次大規模な改修及び長寿命化対
策を講じる必要がある

大楽毛中学校をモデルに、今後の老朽化対策を検討
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大楽毛中学校の概要



9

《生徒数・学級数》（平成２７年５月１日現在）
普 通 学 級：７クラス ２１２人
特別支援学級：２クラス ６人

《校舎棟》 （昭和５３年５月完成）
鉄筋コンクリート造３階建（一部１階建）
面積：5,063㎡
《屋内運動場棟》 （昭和５３年１１月完成）
鉄骨造２階建
面積：1,008㎡
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《耐震第二次診断結果》
棟 区 分 階数 面積（㎡） Ｉｓ値 判定
校 舎 １ ３ 4,441 0.342 ＮＧ
校 舎 ２ １ 622 1.574 ＯＫ
屋内運動場 ２ 1,008 0.260 ＮＧ

・耐震化未完了
・築３０年以上経過しており、老朽化が著しいことから、
大規模な改修が必要な状況でもある。
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・国の『学校施設老朽化対策先導事業（平成２５
年度）』のモデル校に指定される。（全国四校）

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

《改修スケジュール》

基本計画の策定 実施設計の実施 長寿命化改修
工事の実施
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ワークショップを開催し、広く整備要望を聴取
《参加者》
・教職員、生徒会役員 ・学校運営協議会委員
・地区連合町内会役員 ・釧路公立大学学生
・釧路工業高等専門学校学生
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・災害発生時（特に津波）における緊急一時避難
施設としての整備や地域に開かれた多目的室の設置

《ワークショップでの主な意見》
【地域住民からの要望】

【教職員・生徒からの要望】
・国道からの騒音、冬季における寒さ、飲料水の整備等
・管理棟の再編、少人数学級、特別支援学級等に対応
できる教室の整備
【学生からの提言】
・バリアフリーを重視した整備、自然採光など大胆な建築
技術的提案 他
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国道３８号線

海岸からの距離８００Ｍ

最大１０M級の津波の場合の浸水予測
・構造物効果なし ⇒ ９．５M
・構造物効果あり ⇒ ８．４M
最上階（３階）床までの高さ ⇒ 7.3M

立地上の問題点

大楽毛中学校

太 平 洋

海岸に近く周辺に高層建築物がないため、
地域の津波避難施設としての役割を担う
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大楽毛中学校

国道３８号線

国道に隣接しているため騒音が激しく、夏
の暑い時期でも窓を開けられない
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生徒用トイレ

廊 下

屋外避難階段

手洗い場

老朽化対策 築３０年以上が経過しており、老朽化が
著しいため、抜本的な整備を要する
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見通し

図： １ 階平面図（ 現況）

職員室

印刷室

校長室
保健室

生徒昇降口

屋内運動場

会議

木工 金工

調理実習

被服（ 元職員室）

CR CR少 少 少

CR： クラスルーム

少： 少人数教室

視聴覚

ボイラー

更衣

相談室

管理棟の問題点 校長室と職員室が離れている。また、会議
や相談用のスペースが十分確保できない
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大楽毛中学校の整備方針
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【整備方針】

１．長寿命化対策

２．防災機能の強化

３．学習・生活環境の充実

４．地域との連携・交流

外断熱工法 ほか

避難場所等の整備 ほか

各種設備の更新
管理棟の再編 ほか

多目的ルームの整備
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【整備内容】
１．事業費（耐震補強工事費含む）
約９５８，０００千円

２．工 期
平成２７年５月～平成２８年１０月
（うち、耐震補強工事は平成２８年３月まで）

工 事 種 別 事 業 費
耐震補強工事 ６２，０００千円
長寿命化改良工事 ８９６，０００千円

内

訳

建築主体工事 ５７７，０００千円
電気設備工事 １３３，０００千円
管設備工事 １８６，０００千円
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